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太平洋クロマグロ肪〃朋鋸or1θη1α118の畜養に

は天然の若齢魚が種 蕾として川いられるため,天

然資源への悪影響が指摘されており,卵からの人

工種苗生産が求められている1。しかしながら本種

の稚魚養成には,水 槽壁への衝突死や海上生け

貴への輸送後の死 亡などの特有の問題があり,

大 量種苗生産への妨げとなっている2。養成技術

の普及のためにはこれらの死亡の原 因となる行動

がどのようにして発現するのかを明らかにする必

要がある。本種の成魚や若魚 は,新 月の夜のよう

な暗い環境であっても,海L生 け實内で網や他

個体と衝突することなく遊泳し続 ける。このように

衝突を回避しながら遊泳するためには,網 や他個

体の相対的な動きを視覚や側線感覚で知覚し,

その反応行動を個体間で連鎖させる必要がある。

しかし,この過程は複雑であり,成魚や若魚の行

動観察のみで解き明かすことは困難である。そこ

で本研 究では,本 種がこのような遊泳能 力を獲得

していく過稚を,出 生からの個体発生に基づいた

継時変化として明らかにすることを目的とし,本種

が同調性のある魚群を形成する過程と,環境光

量の変化に対する応答行動の発達的変化を評価

した。

材料および方法

魚群行動の発達過程 卵孚化後17-55日 齢の個体

を川い,暗 室内に設置した実験水槽内での当該

魚の行動をデジタルビデオカメラで撮影した。ま

た,魚 群 内の個体間の相互作川を明らかにする

ために,1秒 間に300枚 の青争止画を撮影する事が

可能な高速度ビデオカメラを併川した。映像から

全個体の吻端と両胸鰭基部中点の一二次元位置

座標を時系列で抽出し,遊泳速度と魚群行動指

標2つ(NNI,SSI)を 算出した。また高速度カメラ

の映像から,ある個体の方向転換に対して,周 辺

個体が同調した反応行動を示すまでの所 要時間

(反応潜時)と,反 応行動に要する時間(運 動時

間)を求めた。

環境光量の変化に対する応答の発達的変化25,

40,55日 齢の個体を用い,0.Ol,0.05,0.5,5,30,

3001xの6段 階の定常照度条件と0.011xか ら300

1xへ と環境照度が急変する照度条件下での行動

をデジタルビデオカメラで撮影した。定常照度条

件では,そ れぞれの照度段階で2分 間の映像を,

照度急変条件では,照 度L昇 から5分 毎に1分

間の映像を解析 に用いた。実験①と同様 に,座

標検出ソフトを川いて全個体の吻端の二次元位

置座標を時系列で抽出し,遊泳速度と魚群行動

指標2つ(NNI,SSI)を 算出した。また,各 照度条

件での実験終了後に,個 体をプアン固定し,網膜

の順応状態を組織学的に評価した。網膜の順応

状態の評価 には,視 細胞層の厚み(v)に 対する

錐体ミオイド(m)の 長さと色素上皮層の厚み(P)
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